
2025年度　第53回 日本製鐵大分サッカー部

節 対戦相手 H/A 試合結果 監　　督　　談　　話

1 Ｂｒｅｗ ＳＡＧＡ Ａ 〇３－１

2 ジェイリースＦＣ H ●０－１

3 NIFS KANOYA FC H 〇１－０

　NIFSKANOYAFCさんとの試合。ホーム開幕戦、絶対に負けたくない試合でした。

　前半は、風下の中セカンドボールが拾えずシュートまでいけない状況でした。その中でもチーム全員の守備意識が高く前半は無失点で終えることが出来ました。

　後半は、徐々にペース掴みカウンターから先取点を奪うことが出来ました。

　その後は、守備の時間が長くなり、体力とともに厳しい戦いになりましたが、選手全員が最後まで走り抜いたおかげで勝利できることが出来ました。

　次戦もホーム戦、しっかりと準備し勝利出来るよう頑張りたいと思います。

　最後に運営をして頂きました、大分県サッカー協会様、大分鶴崎高校サッカー部、並びに関係者の皆様ありがとうございました。

4 ヴェロスクロノス都農 H ●０－４

　ヴェロノクロノス都農さんとの試合。

　試合開始から受け身になり、早々に先取点を奪われ苦しい展開でした。その後は組織的な守備で対応できたが、前半終了間際に失点。

　後半、立ち上がりこそ悪くない展開でしたが、残り１５分で立て続けに失点し敗戦となりました。

　全体的に守備の時間が長くなり、体力とともに厳しい戦いになりましたが、首位相手に得点のチャンスを作ること出来ました。

　再度チームとしての強度を上げトレーニングをしていきたいと思います。

　次戦は１ヶ月と期間は開きますが、今回の敗戦を無駄にしないようしっかりと準備し勝利出来るよう頑張ります。

　最後に運営をして頂きました、大分県サッカー協会様、大分鶴崎高校サッカー部の皆様、並びに関係者の皆様ありがとうございました。

5 ＫＭＧ．ＦＣ Ａ ●１－４

　KMGホールディングスFCさんとの試合。1ヶ月ぶりのリーグ戦となりました。

　最近の試合、立ち上がりの失点が多く集中して試合に入るよう準備したが開始早々に先取点を奪わる苦しい展開でした。

　その後は、お互い拮抗した試合展開となり、多くのチャンスを作り出すことが出来たが、中々得点が奪うことが出来ませんでした。

　しかし、前半終了間際にセットプレーから得点を奪い前半終了。

　後半から巻き返そうと送り出したが、立ち上がり失点。そこから自分のミスで流れが悪くなり、立て続けに失点し敗戦となりました。

　全体的に、パス精度が悪く、守備に対して全員のリスク管理が出来ていない結果だと思います。

　次節は２週間と期間は開きますが、再度チームとしての強度を上げトレーニングをしていきたいと思います。

　今回の敗戦を無駄にしないようしっかりと準備し勝利出来るよう頑張ります。

　最後に運営をして頂きました、福岡県サッカー協会様、並びに関係者の皆様ありがとうございました。

　ＫＹＦＡ 第53回　九州サッカーリーグ開幕おめでとうございます。

　目指すは九州大会出場！！日本製鉄大分サッカー部の岡部です。今年もよろしくお願い致します。

　２連勝を目指し乗り込んだ開幕２連戦。結果は・・・１勝１敗。悔しい結果となりました。

　BerwSAGAさんとの開幕戦。試合内容は、体力的にも厳しい戦いになりました。

　しかしながら、選手全員で最後まで走り抜いたおかげで勝利できることが出来ました。

　２戦目はジェイリースさんとの大分ダービー。

　前半から押し込まれる時間が続く苦しい展開でしたが、なんとか粘り強く・食らいつきましたが、アディショナルタイムに失点し結果は敗戦。もう少しで勝点を奪えそう

　でしたが・・・

　この２連戦の結果を真摯に受け止め、次戦に向けてしっかりと準備し勝利出来るよう頑張ります。

　最後に運営をして頂きました、九州リーグ事務局様、宮崎県サッカー協会様、ヴェロスクロノス都農様、延岡AGATA様、並びに関係者の皆様ありがとうございました。
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2025年度　第53回 日本製鐵大分サッカー部

節 対戦相手 H/A 試合結果 監　　督　　談　　話

6 ＦＣ延岡ＡＧＡＴＡ H △３－３

　FC延岡AGATAさんとの試合。前回の試合の反省から、先ずは立ち上がり全員で守備の意識を高め失点しないよう送り出しました。

　延岡さんにボール保持をされ苦しい展開でしたが、前半終了間際に先取点を奪うことが出来ました。

　前半はそのまま終えたかったが、アディショナルタイムにミドルシュートで失点し前半終了。

　後半も立ち上がりは、全員が集中し我慢強く守備をしてくれました。その中でカウンターから追加点を奪うことが出来ました。

　しかし、立て続けに失点し悪い流れとなりましたが、残り１０分 得点を奪うことができ同点。最後は押し込まれる時間等がありましたが、なんとか勝点を獲ることが出来ました。

　前節からの課題をチーム全員が意識したことが今回の結果だと思います。次節もHOME戦、しっかりと準備し勝利出来るよう頑張ります。

　最後に運営をして頂きました、大分県サッカー協会様、並びに関係者の皆様ありがとうございました。

7 三菱重工長崎ＳＣ H ●１－５

　三菱重工長崎SCさんとの試合。前期HOME最終戦。上位に離されない為には絶対に勝利が欲しい試合でした。

　立ち上がりは、相手にボールを保持され苦しい展開でしたが、カウンターから先取点を奪うことが出来ました。

　その後は押し込まれる時間が増え、このまま前半を終わりたかったが…、前節同様にアディショナルタイムで失点し前半終了。

　後半は、立ち上がりこそチャンスがあったが決めりることが出来ず、直後にパスミスからカウンターで失点。その後は集中力が切れ立て続けに失点し敗戦となりました。

　やはり守備に対してのリスク管理が足りず、自分たちでゲームを崩した試合でした。

　下を向く時間はありません。次節は、前期最後の佐賀集中開催。再度チームの強度を上げトレーニングをして勝利出来るよう頑張ります。

　最後に運営をして頂きました、大分県サッカー協会様、大分鶴崎高校サッカー部様、並びに関係者の皆様ありがとうございました。

8 ＦＣ博多 Ａ 〇４－０

9 川副クラブ Ａ ●２－３

10 Ｂｒｅｗ ＳＡＧＡ H ●０－２

11 ジェイリースＦＣ Ａ ●２－３

　後期開幕戦、Brew SAGA さんとの試合。

　立ち上がりからボールを保持して攻めるも、最後のフィニッシュの精度が悪く得点を奪うことが出来ませんでした。

　その中で、自分たちのミスから失点し追いかける展開となりました。

　その後も選手交代をしながら戦ったが、追加点を奪われ敗戦となりました。

　ジェイリースFCさんとの試合。

　立ち上がりから、ボールを保持され厳しい試合でしたが、全員が守備意識を高くし前半は無失点で終えることが出来ました。

　後半は、相手のミスをから先取点を奪うことが出来ました。その後もカウンターから得点を奪うことが出来ましたが、直後に失点。

　アディショナルタイムで立て続けに失点し逆転され敗戦となりました。

　選手たちは全力で戦ったが、相手の技術や精度が一枚も二枚も上でした。

　後期は連敗スタートですが、気を落とさず、次節に向けてトレーニングしていきます。

　最後に、運営をして頂きました、大分県サッカー協会様、九州総合スポーツカレッジ様、大分鶴崎高校サッカー部様、カティオラFC様、並びに関係者の皆様

　ありがとうございました。

　前期最終 佐賀集中開催。１日目、ＦＣ博多さんとの試合。勝点を積み上げる為には絶対に負けれない試合でした。

　開始早々セットプレーから先取点を奪い、良いSTARTを切る事ができました。

　その後は、お互い拮抗した試合展開で、中々追加点を奪うことが出来ず…、前半終了間際にセットプレーで追加点を奪い前半終了。

　後半も開始早々に追加点を奪うことができ良い流れで試合を進めることが出来ました。

　途中自分たちのミスで押し込まれる場面がありましたが、全員が高い守備意識で戦い、無失点で勝利すること出来ました。

　２日目、川副クラブさんとの試合。上位に離されない為にも絶対に勝ちたい試合でした。

　開始早々セットプレーのこぼれ球を押しこみ先取点を奪うことが出来ましたが、その後、相手にボールを保持され苦しい展開となりました。我慢強く守備してくれて前半終了。

　後半は立ち上がりは良かったが、一瞬の隙から立て続けに失点。一度は追いついたが、終了間際に失点し敗戦となりました。

　今回の佐賀集中開催で前半戦終了。後期では、課題をしっかり修正して、勝点を積み上げれるよう頑張ります。

　最後に運営をして頂きました、佐賀県サッカー協会様、並びに関係者の皆様ありがとうございました。
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2025年度　第53回 日本製鐵大分サッカー部

節 対戦相手 H/A 試合結果 監　　督　　談　　話

12 NIFS KANOYA FC Ａ ●０－４

　NIFSKANOYAFCさんとの試合。ピッチレベルは３５度以上の非常に暑い気温の中での試合。

　立ち上がりから、受け身に立ち相手にボールを持たれる時間帯が多く厳しい展開でした。その中で、守備は組織的に守り前半途中まではチーム的には悪くない状況でした。

　ただ、クーリングブレイクが終わり、再開直後に失点。更に、前半終了間際に失点し悪い流れで前半終了。

　後半は、気持ちを入れ替え臨みました。立ち上がりの入りは良かったが、中々最後のフィニッシュまで行くことが出来ませんでした。

　その後は、自分たちミスで流れが悪くなり、カウンターから立て続けに失点し敗戦となりました。課題は、走力・パスの質を上げないといけないと感じています。

　直近、勝てない状況が続き厳しいチーム状態ですが、下を向かず日々のトレーニングでしっかりと準備して次節は勝利出来るよう頑張ります。

　最後に運営をして頂きました、鹿児島県サッカー協会様、NIFSKANOYAFC様、並びに関係者の皆様ありがとうございました。

13 ヴェロスクロノス都農 Ａ ●１－４

　ヴェロスクロノス都農さんとの試合。前期は完敗しリベンジを果たしたく強い気持ちで臨みました。

　立ち上がりから、相手にボールを保持されるが、選手全員が守備意識を高く持ち試合の入りは良かったと思います。

　その中で、先取点を奪うことができ良い流れで前半は終了しました。

　後半、前半の疲労もある中、組織的な守りが継続でき後半途中まではチーム的には悪くない状況でした。しかし、セットプレーから立て続けに３失点。

　これ以上離されないよう粘りを見せたが、ロスタイムに失点し敗戦となりました。

　後期に入り、勝点が取れていない状況ですが、下を向かず１週間良い準備をして臨みたいと思います。

　最後に運営をして頂きました、宮崎県サッカー協会様、ヴェロスクロノス都農様、並びに関係者の皆様ありがとうございました。

14 ＫＭＧ．ＦＣ H ●０－１

　KMGホールディングスFCさんとの試合。今期最後のHOME開催、なんとしても勝点が欲しい試合でした。

　開始早々相手にボールを保持されるが、選手全員が守備意識を高く持ち試合の入りは良かったと思います。

　しかし、自分たちのクリアミスから相手にボールを奪われ、相手に崩され失点し前半は終了。

　後半は、ボールを大事にしていこうと共通認識を図り、ゲームに入りましたが、ボールを動かす事が出来ず苦しい展開となりました。

　後半途中に相手選手が退場となり、数的有利となりましたが、KMGさんの守備の意識が高く得点を奪うことが出来ず敗戦となりました。

　全体的に、走力・技術共にKMGさんの方が上回っていました。

　HOME戦で多くの方が足を運んでいただきましたが、勝利をすることが出来ず残念です。

　後期に入り、勝点が取れていない状況ですが、残り４戦しっかりと準備をして臨みたいと思います。

　最後に運営をして頂きました、大分県サッカー協会様、大分鶴崎高校サッカー様、並びに関係者の皆様ありがとうございました。

15 ＦＣ延岡ＡＧＡＴＡ Ａ ●１－４

　延岡AGATAFCさんとの試合。後期勝点が取れていない状況で、なんとしても勝点が欲しい試合でした。

　開始早々にクリアミスからボールを奪われると、相手にサイドを崩され失点し苦しい展開となりました。

　いつもの悪い癖が出た中で、チーム全体で崩れないよう声掛けし、少しずつボールを回せるようになりました。

　その後、相手のファールからＰＫ獲得して同点としたが、前半終了間際に失点し前半終了。

　後半に入り立ち上がりは集中していたが、少しずつ足が止まり相手にボールを保持され苦しい展開となりました。

　中々自分たちのペースに持っていけないままミスから連続失点。選手は諦めず最後まで戦ったが得点を奪うことが出来ず敗戦となりました。

　失点シーンを振り返ると何気ないパス交換からのミスだったり、ボールの奪う際の球際の部分が足らないと感じています。

　下を向く時間はありません。残り３戦しっかりと準備をして臨みたいと思います。

　最後に運営をして頂きました、宮崎県サッカー協会様、日向高校サッカー様、並びに関係者の皆様ありがとうございました。
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2025年度　第53回 日本製鐵大分サッカー部

節 対戦相手 H/A 試合結果 監　　督　　談　　話

16 三菱重工長崎ＳＣ Ａ 〇２－１

　三菱重工長崎さんとの試合。後期に入り連敗が続いており、今日こそは絶対に勝つとうい強い気持ちで臨みました。

　立ち上がりは、ボールを保持しセカンドボールも拾え良い流れで試合に入ることが出来ました。

　その中で、相手のゴール前での反則でＰＫを獲得。きっちり決めきることができ先取点を奪うことが出来ました。

　その後は相手に押し込まれる時間帯が続き、危ない場面もありましたが無失点で前半は終了。

　後半は、少しボジションを変更して臨みました。立ち上がりは少し受け身となり相手にボールを保持される展開となりました。

　中々自分たちのペースに持っていけなかったが、セットプレーから追加点を奪うことが出来ました。

　しかし、この暑い中徐々に足が止まりセカンドボールを拾えず相手にボールを保持され苦しい展開となりました。直後にＰＫを与え失点。ここからが踏ん張りどころ。

　いつもなら連続失点を与えるところが、攻撃陣は前からしっかりと守備をし、守備陣はゴール前で身体を投げ出し、最後まで集中を切らさず勝利することが出来ました。

　今回は、ベンチを含めた選手全員が声を掛け合い、走り切ったおかげで７試合ぶりの勝点を獲ることが出来ました。

　リーグ戦は１ヶ月の中断にとなりますが、日々のトレーニングでしっかりと準備し勝利できるように頑張ります。

　最後に運営をして頂きました、長崎県サッカー協会様、島原高校サッカー様、並びに関係者の皆様ありがとうございました。
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